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第第第第 1章章章章  Oracle Developer for AIX R6i Patch13の適用の適用の適用の適用 

パッチの適用に関してパッチの適用に関してパッチの適用に関してパッチの適用に関して 

このパッチを適用する場合には、あらかじめ Oracle Developer for AIX R6i、または Oracle Developer 
Server for AIX R6i、または Oracle9i Application Server Enterprise Edition R1.0.2がインストールされて
いる必要があります。 

patch_install.shスクリプトは$ORACLE_HOMEに既にインストールされている製品のみに適用され
ます。 

パッチのアンインストールが必要な場合は patch_install.shで作成されるバックアップファイル及び
patch_deinstall.shスクリプトを削除しないようにしてください。バックアップファイルは全て拡張子
が.PRE_P13になります。 

パッチを適用する場合は、インストールされているすべてのコンポーネントにパッチを適用する必
要があります。たとえば、Formsのみにパッチを適用し使用することはサポート対象外となります。 

Formsか Reportsの one-offパッチを適用する場合は、Patch13をインストールした後に、それらのパ
ッチを再適用する必要があります。 

パッチは Zip圧縮されています。Zipファイルを解凍する Unzipユーティリティが無い場合は、
Info-ZIPのWebサイト( http://www.info-zip.org/ )等を参照することで Unzipに関する情報を入手する
ことができます。 

CDの内容の内容の内容の内容 

CDのルート・ディレクトリには次のファイルがあります。 

README_dev6ip13.html 

developer6i_p13.zip 

README_dev6ip13.htmlは英語版 READMEファイルです。 

developer6i_p13.zipがパッチファイルです。 

各コンポーネントのバージョンは、README_VERSION.htmlファイルをご参照ください。 

インストールに関してインストールに関してインストールに関してインストールに関して 

このパッチを Oracle9i Application Server環境に適用する場合は、環境変数 ORACLE_HOMEを 
<iAS_HOME>/6iserver に設定してください。また、 <iAS_HOME>/6iserver/lib を環境変数 LIBPATH
の最初に、 <iAS_HOME>/6iserver/bin を環境変数 PATH の最初に設定してください。 

このパッチには、RDBMS 8.0.6.3.0ライブラリが含まれており、パッチのインストールの一部として
RDBMS 8.0.6.3.0ライブラリのアップグレードが自動的に行われます。このアップグレードを正常に
行うため、環境変数 ORACLE_HOME、DISPLAY変数が適切に設定されているか確認し、
patch_install.shスクリプトがあるディレクトリをカレント・ディレクトリとしてから、スクリプトを
実行してください。 

既に RDBMS 8.0.6.3.0ライブラリがインストールされている場合、通常はインストール・スクリプ
トが自動的にそれを検出しますが、インストール・スクリプトを複数回実行すると以下のダイアロ
グが表示されることがあります。(初回は発生しません。) 
「You have answered 'No' to installing patchset for RDBMS, returning to the Asset Manager Screen.」 
ここで「Yes」を選択すると RDBMSライブラリのインストールが終了して、インストール・スクリ
プトの次の段階に進む事ができます。 

注意: Oracle E-Business Suite 11iユーザーは Oracle E-Business Suite 11iのドキュメントを参照して下
さい。 
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1. 環境変数 ORACLE_HOME を設定します。 

2. ファイル developer6i_p13.zipを $ORACLE_HOME にコピーします。 

3. Unzipを用いてファイルを解凍します。 

4. パッチディレクトリに移動します。 

5. インストールのためのシェルスクリプトを実行します。 

./patch_install.sh 

Oracle Developer Serverコンポーネントがインストールされていない環境では、インストール中
以下のエラーが出力されますが、問題ありませんので無視してください。 

error:archive library not found $ORACLE_HOME/lib/libotx60.a 

6. 環境変数 LIBPATH に 

$ORACLE_HOME/network/jre11/lib/aix/native_threads 

を追加します。 

7. Relinkします。 

cd $ORACLE_HOME/procbuilder60/lib; make -f ins_procbuilder.mk install 

cd $ORACLE_HOME/forms60/lib; make -f ins_forms60w.mk install 

cd $ORACLE_HOME/reports60/lib; make -f ins_reports60w.mk install 

cd $ORACLE_HOME/graphics60/lib; make -f ins_graphics60w.mk install 

アンインストーアンインストーアンインストーアンインストール方法ル方法ル方法ル方法 

1. 環境変数 ORACLE_HOME を設定します。 

2. アンインストールのためのシェルスクリプトを実行します。 

./patch_deinstall.sh 

3. Relinkします。 

cd $ORACLE_HOME/procbuilder60/lib; make -f ins_procbuilder.mk install 

cd $ORACLE_HOME/forms60/lib; make -f ins_forms60w.mk install 

cd $ORACLE_HOME/reports60/lib;  make -f ins_reports60w.mk install 

cd $ORACLE_HOME/graphics60/lib; make -f ins_graphics60w.mk install 

このパッチで修正される不具合このパッチで修正される不具合このパッチで修正される不具合このパッチで修正される不具合 

修正される不具合の一覧は英語版の READMEを参照してください。 
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第第第第 2章章章章  Oracle Forms Developer and Oracle9iAS Forms 
Services R6i  

対応するデータベース対応するデータベース対応するデータベース対応するデータベース 

このパッチ(Oracle Developer R6i Patch13)を適用することで、Oracle Serverリリース 7.3.4, 8.0.4, 8.0.5, 
8.0.6, 8.1.5, 8.1.6, 8.1.7, 9.0.1 に加え、9.2をサポートします。 

Forms6i Patch10新機能新機能新機能新機能 

Forms6i Patch10では、次の機能が変更されました。これらの機能に対する詳細な資料が OTN-Japan
から入手可能です。OTN-Japanの Webサイト(http://otn.oracle.co.jp/)をご参照下さい。 

タイムゾーンのサポートタイムゾーンのサポートタイムゾーンのサポートタイムゾーンのサポート 

Forms6iアプリケーションの DATETIME値により、あるタイムゾーンから別のタイムゾーンに調整
することができます。アプリケーションのすべてのレベルにおいてタイムゾーンを定義することで、
正確な時間がデータベースに格納されることになります。 

新規プロパティ新規プロパティ新規プロパティ新規プロパティ 

Forms6i(Javaクライアント)に、OK_TO_PASTEという新規プロパティが追加されました。このプロ
パティは、Boolean型を返し、単一行テキスト項目、複数行テキスト項目、コンボ・ボックス項目に
対して使用できます。 

さらに、コンボ・ボックスで使用される EDITABLE(Boolean型を返す)と SELECTION (Pointを返す)
の二つも追加されています。 

POSTメソッドとメソッドとメソッドとメソッドと RUN_PRODUCT ビルトインを、もうビルトインを、もうビルトインを、もうビルトインを、もう 1つの別のフォーム・セつの別のフォーム・セつの別のフォーム・セつの別のフォーム・セ
ッションの起動に使用する場合ッションの起動に使用する場合ッションの起動に使用する場合ッションの起動に使用する場合 

POSTメソッドと RUN_PRODUCT ビルトインを使用してもう 1 つの別のWeb 配置フォーム・ア
プリケーションを起動した場合、エラーが発生する可能性があります。 

Connection from a new browser window not supported 

回避策として、POSTメソッドではなく GETメソッドを使用するという方法もありますが、新規の
セッションでは、run_product を「open_form」PL/SQL ビルトインで代用してください。これは、1 
つのブラウザ・ウィンドウ内で複数の Forms セッションを実行する場合に推奨される方法です。 

Forms6i Patch9新機能新機能新機能新機能 

Forms6i Patch9では、次の機能が変更されました。これらの機能に対する詳細な資料が OTN-Japan
から入手可能です。OTN-Japanの Webサイト(http://otn.oracle.co.jp/)をご参照下さい。 

ブラウザ言語の自動検出ブラウザ言語の自動検出ブラウザ言語の自動検出ブラウザ言語の自動検出 

Formsアーキテクチャは、複数の言語の配置をサポートしています。この機能の目的は、ユーザー
が使用する言語に一致する適切な構成を自動的に選択することです。この機能を使用すれば、だれ
でも同じ URL を使用して Forms アプリケーションを実行でき、しかもユーザーが使用する言語で
アプリケーションを実行することができます。 
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Forms Listener Servletにおけるサーバー側長時間処理に関してにおけるサーバー側長時間処理に関してにおけるサーバー側長時間処理に関してにおけるサーバー側長時間処理に関して 

runtimeプロセスにおいて、15分以上かかるデータベース・クエリーのような長いオペレーション
がサポートされます。以前のバージョンでは、servletセッションはタイムアウト後（デフォルト：
15分）、Formsセッションは完全に終了してしまいました。 

Forms6i Patch8新機能新機能新機能新機能 

Forms6i Patch8では、次の機能が変更されました。これらの機能に対する詳細な資料が OTN-Japan
から入手可能です。OTN-Japanの Webサイト(http://otn.oracle.co.jp/)をご参照下さい。 

formsweb.cfgファイル内のパラメータファイル内のパラメータファイル内のパラメータファイル内のパラメータ envFileおよびおよびおよびおよびworkingDirectoryのサポのサポのサポのサポ
ートートートート 
formsweb.cfgファイル (FormsServlet構成ファイル)内に、runtimeプロセスの環境設定ファイルおよ
び作業ディレクトリを設定することが可能となりました。これにより、異なる作業ディレクトリお
よび環境変数によるマルチ構成が容易になります。 

パスを指定しない場合のパスを指定しない場合のパスを指定しない場合のパスを指定しない場合の baseHTMLおよびおよびおよびおよび envFile 

パラメータ baseHTMLおよび envFileの値にパスを指定せずにファイル名のみ指定することが可能
になりました(例:envFile=default.env)。パスが指定されていない場合には、Formsは baseHTMLおよ
び envFileを Forms Servlet構成ファイル(formsweb.cfg)と同じディレクトリに探しにいきます。 

formsweb.cfgファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更 

パッチの適用により、Forms Servlet構成ファイル（formsweb.cfg）に以下の項目が追加されます。 

baseHTML=base.htm 

baseHTMLJInitiator=basejini.htm 

baseHTMLIE=baseie.htm 

envFile=default.env 

workingDirectory= 

Servletエンジン起動の際のエンジン起動の際のエンジン起動の際のエンジン起動の際の PATHおよびおよびおよびおよび LD_LIBRARYP_PATHの設定の設定の設定の設定 

Servletエンジンを起動する際、PATHおよび LD_LIBRARY_PATHを設定する必要はありません。 

FormsServletパラメータに関してパラメータに関してパラメータに関してパラメータに関して 

Forms Servletパラメータ baseHTML、baseHTMLie、baseHTMLJInitiatorを設定する必要はありませ
ん。それらは、Forms Servletの構成ファイル(formsweb.cfg)の defaultセクションにて定義されます。 

Servlet構成要件の簡略化構成要件の簡略化構成要件の簡略化構成要件の簡略化 

Servlet構成プロセスが簡略化されました。 

Forms6i Patch7新機能新機能新機能新機能 

Forms6i Patch7では、次の機能が変更されました。これらの機能に対する詳細な資料が OTN-Japan
から入手可能です。OTN-JapanのWebサイト(http://otn.oracle.co.jp/)をご参照下さい。 
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ユーザーユーザーユーザーユーザー/パスワードの非表示パスワードの非表示パスワードの非表示パスワードの非表示 

ユーザーIDが構成ファイル（formsweb.cfg）で指定された場合、Forms Servlet（または CGI）によっ
て生成された HTMLページには、ユーザーID値（パスワードを含む）は表示されません。 

Forms6i Patch7より前のバージョンでは、ユーザーIDが構成ファイル（formsweb.cfg）で指定されて
いる場合、Formsサーブレット（または CGI）によって生成されたページには、ユーザーID値（パ
スワードを含む）が HTMLソース内に含まれていました。これはセキュリティ上の問題となりえま
す。これに対する回避策は、ユーザーIDやパスワードを指定せず、ユーザーIDおよびパスワード
を入力するプロンプトを Formsに表示させることでした。 

Patch7では、ユーザーIDパラメータ値は、Forms Servletが Listener Servletと共に使用された場合、
Forms Servletによって生成された HTMLに含まれません。FormsCGIまたは固定 HTMLページを使
用した場合、または Forms Listenerを使用した場合、動作しません。 

拡張されたシングル・サインオン（拡張されたシングル・サインオン（拡張されたシングル・サインオン（拡張されたシングル・サインオン（SSO）サポート）サポート）サポート）サポート 

シングル・サインオン環境（Oracle Login Serverを使用）内で実行中の Forms Serviceアプリケーシ
ョンは、アンパサンド（&）によって区切られた名前値のペアで構成される、特殊なログオン・フ
ォーマットを要求します。Patch 7以前では、デフォルトでは、FormsユーザーIDフォーマットは
formsweb.cfgファイルを変更することによってのみ変更可能でした。 

拡張シングル・サインオン・サポートを使用するには拡張シングル・サインオン・サポートを使用するには拡張シングル・サインオン・サポートを使用するには拡張シングル・サインオン・サポートを使用するには: 

1. ログオン・マスクを次のようなフォーマットに変更します。 

username=value&password=value&database=value 

次のエントリを formsweb.cfgファイルに指定します。 

userid=%user%/%password%@%database% 

これは個々の構成セクション内でも使用できます。 

例: 

[myapp_sso] 

userid=%user%/%password%@%database% 

注意注意注意注意: %間の名前（ユーザー、パスワードおよびデータベース）は、URLでその後使用される
ものと一致するのであれば、変更可能です。 

2. Logon Server管理者ページに移動します。Oracle Portalからアクセス可能です。Formsアプリケ
ーションを新規外部アプリケーションとして構成します。以下の指定を確認します。 

- アプリケーションの起動に使用されている URL（たとえば、
http://myserver/servlet/f60servlet ）。 

- ユーザー名およびパスワードの指定に使用されるログオン・パラメータのフィールド名。 

- 予備ログオン・パラメータ（ユーザーに、または適切なデフォルト値で表示された）。例
えば、構成パラメータおよびデータベース接続情報。データベース接続パラメータ名は
formsweb.cfgファイルに指定するものすべてです。 

例えば、データベース接続パラメータに名前「Source」を定義するには、データベース接
続パラメータを formsweb.cfgファイル内に以下のように指定します。 

userid=%name%/%password%@%Source% 

- POSTのような「認証に使用するタイプ」。これは、ログオン・パラメータが POSTメソ
ッドを使用して、URLパラメータとして Forms Servletに渡されたことを意味します。その
ため、ユーザーはブラウザから見ることができません。 
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Forms6i Patch6新機能新機能新機能新機能 

Forms6i Patch6では、次の機能が変更されました。これらの機能に対する詳細な資料が OTN-Japan
から入手可能です。OTN-JapanのWebサイト(http://otn.oracle.co.jp/)をご参照下さい。 

拡張されたネットワーク・リジリエンス拡張されたネットワーク・リジリエンス拡張されたネットワーク・リジリエンス拡張されたネットワーク・リジリエンス 

現状、Oracle Forms 6i Patch5では、ネットワーク障害が数秒以上続いた場合、Oracle Formsセッショ
ンは失われ、次のエラー・メッセージが表示され、結果的にいくつかの保存されていない情報が失
われます。 

「FRM-92100: サーバーへの接続が中断されました。原因はネットワーク・エラーまたはサー
バー障害の可能性があります。セッションを再度確立する必要があります。」 

Patch6では、（Bug#1762055の修正に伴い）Listener Servletを使用するとき、クライアントはサーバ
ー（Oracle Formsランタイム）からネットワーク障害を区別することができます。そして、ネット
ワーク障害の場合、ネットワーク接続の再確立を試みます。クライアントは、<networkRetries>パラ
メータに指定した回数分、再接続を試みます。そして、接続試行ごとに、以下のようなメッセージ
をステータス・バーの右側に表示します。 

"2/30" 

"2"は 2回目の試行を意味し、"30"は<networkRetries>の値を表します。 

クライアントが<networkRetries>パラメータで指定した回数分再試行してもサーバーと接続できな
かった場合、Oracle Formsセッションは異常終了し、次のメッセージが表示されます。 

「FRM-92102: ネットワーク・エラーが発生しました。Formsクライアントはサーバーと<数
字>回の接続を試みましたが、成功しませんでした。ネットワーク接続を確認し、もう 1度実
行してください。」 

サーバーに障害があった場合（Formsランタイム・プロセスが予想せず終了した場合や、誰かが終
了させた場合）、Oracle Formsセッションは異常終了し、次のメッセージが表示されます。 

 「FRM-92101: サーバーでエラーが発生しました。セッションを再度確立する必要がありま
す。」 

拡張ネットワーク・リジリエンス機能の使用拡張ネットワーク・リジリエンス機能の使用拡張ネットワーク・リジリエンス機能の使用拡張ネットワーク・リジリエンス機能の使用 

base HTMLファイルを編集し、新規"networkRetries"アプレット・パラメータを追加する必要が
あります。その後、formsweb.cfgファイルのデフォルト・セクションにこのパラメータを追加
する必要があります。次のような行を追加します。 

 networkRetries=30 

このステップを踏まえない場合、デフォルト値 0が使用されます。この場合、ネットワーク障
害が発生すると、クライアントは以前と同様の行動（すなわち、接続を再確立しない）をとり
ます。ネットワークの性質や要求に応じて設定を変更する場合は、formsweb.cfgファイルを編
集します。 

Listener Servletを使用した、を使用した、を使用した、を使用した、HTTPSモード内でのモード内でのモード内でのモード内での JInitiatorのののの Formsアプリアプリアプリアプリ
ケーション実行時のパフォーマンスの改善ケーション実行時のパフォーマンスの改善ケーション実行時のパフォーマンスの改善ケーション実行時のパフォーマンスの改善 

以前は、JInitiatorの HTTPS実装は HTTPの keep-aliveオプションを使用していませんでした。現在
は、keep-aliveオプションは実装され（JInitiator 1.1.8.11以降）、クライアントは、URL要求ごとに
再接続する必要がなくなりました。したがって、シン・クライアントがサーバーと接続するごとに
SSL接続をする必要はありません。 
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Patch4新機能新機能新機能新機能 

次に説明する新機能は Forms6i Patch4でサポートされます。さらに詳しい情報は、ホワイト・ペー
パー「Forms 6i Patch 4:Forms Listener Servletによる Formsのインターネットへの配布」をご覧くださ
い。 

Forms Listner Servletの導入の導入の導入の導入 

Formsの以前のリリースでは、クライアントからの初期接続を管理するために Forms Listenerを使用
しています。Forms Listenerでは、インターネット上で Formsアプリケーションを HTTP または
HTTPS 配置で使用する場合、Forms Listenerを実行しているマシンとポートをファイアウォール上
で公開する事に潜在的なセキュリティ・リスクが存在することに留意する必要がありました。 

Forms 6i Patch4では新しく Forms Listenerの機能を改良した Forms Listener Servlet があり、Formsア
プリケーションをインターネット上に配置する場合、より安全な接続を提供します。Forms Listener 
Servletはファイアウォールで公開されたマシン上で実行する必要がないためです。 

注意：HTTPまたは HTTPSを用いてアプリケーションを配置する場合 Forms Listener Servletを使用
することをお勧めします。ただし、Forms Listenerでも従来通り、直接のソケット接続、HTTP接続
および HTTPS接続をサポートしています。 

必要条件必要条件必要条件必要条件 

Oracle9iAS R1.0.2が必要です。 

Forms Listener Servletについてについてについてについて 

Forms Listener Servletは、Oracle9i Application Serverのようなサーブレット・エンジンを備えたWeb
サーバー上で実行される Javaサーブレットです。 

Forms Listener Servletが管理するもの： 

� 各クライアントに対する Forms Server Runtimeプロセスの作成 

� クライアントと対応する Forms Server Runtimeプロセス間のネットワーク通信 

Forms Listener Servletを使用する理由を使用する理由を使用する理由を使用する理由 

Forms Listener Servletはインターネット上に Formsアプリケーションをより強力に、より標準的に配
置するために設計されています。Forms Listenerと Forms Listener Servletを比較すると次のような利
点があります。 

� ファイアウォールとプロキシが広範囲にサポートされます。 

クライアント・ブラウザはWebサーバーと通信します。このアーキテクチャはサーブレ
ット・セッションを使用する標準的なサーブレットが動作可能なファイアウォールとプロ
キシをサポートします。 

� プロトコルの制限(HTTP/1.1または HTTP/1.0)がありません。 

HTTP/1.1に準拠しているプロキシを使用するとよりパフォーマンスが上がりますが、こ
のアーキテクチャは HTTP/1.0に準拠しているプロキシでも機能します。 

� 管理するための余分なプロセスが不要です。 

このアーキテクチャには Forms Listenerプロセスおよび Forms Listenerプロセスを起動、停
止するための管理タスクが必要ありません。 

� SSL配置のために特別なクライアント証明書を購入・管理する必要はありません。 

SSL(Secure Sockets Layer)を使用した配置を行う場合、クライアント・ブラウザとWebサ
ーバーの間に HTTPS接続が確立されるため、Forms Serverレベルでの特別なセキュリテ
ィ構成は必要ありません。 
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� 標準的なロード・バランシングをサポートします。 

このアーキテクチャでは、ハードウェアのロード・バランシング、リバース・プロキシお
よび標準的な Apache Jservロード・バランシングのような標準的なロード・バランシング
方法を使用できます。 

� Internet Explorer 5.0ネイティブ JVMをサポートします。 

Oracle JInitiatorに加えて、このアーキテクチャは HTTPおよび HTTPS接続モードを使用
したインターネット配置に対する Internet Explorer 5.0ネイティブMicrosoft JVMの使用を
サポートします。 

より詳細な情報についてより詳細な情報についてより詳細な情報についてより詳細な情報について 

Forms Listener Servletの詳細な説明（インストール、構成に関する情報）についてはホワイト・ペー
パー「Forms 6i Patch 4:Forms Listener Servletによる Formsのインターネットへの配布」を参照してく
ださい。Oracle Technology NetworkのWebサイト http://otn.oracle.co.jp/を参照してください。ホワイ
ト・ペーパーは更新される場合があります。 

日本語環境での日本語環境での日本語環境での日本語環境での jserv.propertiesファイルの修正ファイルの修正ファイルの修正ファイルの修正 

Forms Listener Servletを日本語環境で実行する場合は Oracle9iASの Servlet設定ファイル、
<9iAS_HOME>/Apache/Jserv/etc/jserv.properties に、以下に示す日本語環境用の記述を追加します。 

次の行を追加します。 

wrapper.env=NLS_LANG=Japanese_Japan.JA16EUC 

エラーメッセージの追加エラーメッセージの追加エラーメッセージの追加エラーメッセージの追加 

エラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージ 13009-18010 

FRM-13009: JavaBeanが IViewインタフェースをインプリメントしません。 

原因: Formsでこの JavaBeanを使用するためには、JavaBeanにより Oracle Forms IViewインタフェー
スをインプリメントする必要があります。 

処置: Oracle Forms の oracle.forms.ui.IView インタフェースをインプリメントします。 
 

FRM-18010: JavaBean を処理しようとした時に、不明エラーが発生しました。 

原因: Forms でこの JavaBean を使用するためには、指定した JavaBeanを Formsで検索およびインス
タンス化できなければなりません。 

処置: 指定した JavaBeanとそれに付随するクラス・ファイルが正しくインストールされていること
を確認します。Form Builderを再起動してから、JavaBeanを再実行します 。 

Patch2新機能新機能新機能新機能 

Oracle Developer R6i Patch2では、次の新しい機能がサポートされています。これらの新機能は、
『Oracle9i Application Server for Windows and UNIX Formsアプリケーション Web利用ガイド リリ
ース 1.0.2』に詳しく記述されています。 

� Oracle9i Application Serverとの統合 

� Forms Servlet 

� f60all_jinit.jarファイル 

� Internet Explorer 5.0のサポート 

� Java Importer 

� Dynamic JavaBean Manager 
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次にそれぞれの新機能の概要を説明するとともに、詳細情報の参照先を示します。 

Oracle9i Application Serverとの統合との統合との統合との統合 

Oracle9i Application Serverにはあらゆるベンダーの中で最も広い範囲の中間層サービスが用意され
ており、ポータルとトランザクション・アプリケーションの開発、柔軟な配置、企業での統合およ
びビジネス・インテリジェント・サービスのすべてがサポートされます。 

Oracle9i Application Serverを使用すると、低コストで迅速に、新規および既存のアプリケーションを
インターネット上で実行できるようにすることができます。また、拡張性、可用性およびロード・
バランス・サービスを介した、パフォーマンス面の利点もあります。Oracle9iAS Forms Servicesを使
用すると、Oracle Forms Developerで作成したアプリケーションを、機能やインタフェースを損なう
ことなくインターネットまたは社内のイントラネットで実行できます。 

Forms Servlet 

Formsのロード・バランスおよびフォームの起動に使用するために、CGIに加えて Formsサーブレ
ットが用意されています。Formsサーブレットによってクライアントのブラウザ種別が自動的に検
出され、それに応じた HTMLページがその場で生成されます。生成される HTMLページには、正
しいタグと使用する正しいアーカイブが含まれます。 

Oracle9i Application Serverのののの Forms Services用設定ファイルの場所用設定ファイルの場所用設定ファイルの場所用設定ファイルの場所 

ドキュメント CDに含まれる「J02409-01 Oracle9i Application Server for Windows and UNIX Formsア
プリケーションWeb利用ガイド リース 1.0.2」内で Oracle9i Application Serverを Forms Servicesを
実行するために設定するファイルのうちいくつかは、配置される位置が
$ORACLE_HOME/6iserver/confディレクトリに変更されています。 

f60all_jinit.jarファイルファイルファイルファイル 

f60all_jinit.jarファイルは高圧縮された JARファイルで、ダウンロード時のパフォーマンスを向上さ
せるために Oracle JInitiatorでのみ使用できます。 

Internet Explorer 5.0のサポートのサポートのサポートのサポート 

Oracle9iAS Forms Services は、Internet Explorer 5.0で実行されるネイティブ JVM (Java Virtual 
Machine) に対するBronze サポートを可能にするためにMicrosoft 固有の署名済CAB ファイルを提
供しています。これにより、Internet Explorer 5.0内で、Oracle Forms Java アプレットを信頼された
アプレットとして実行できます 。このブラウザ・オプションを使用すると、エンド・ユーザーのブ
ラウザ環境を構成する必要性が少なくなります 。 

Internet Explorer 5.0とネイティブ JVMで稼動した場合の現在の制限事項は、次のとおりです。 

1. HTTPまたは HTTPSモードでは、Forms ServicesおよびWebリスナーが同一マシン上で稼動し
ている必要があります。 

2. HTTPSモードでは、Oracle9iAS Forms Servicesは、ファイアウォール経由で通信することはで
きません。 

3. HTTPSモードでは、Oracle9iAS Forms Servicesアプレットは、HTTPSモードでダウンロードす
る必要があります。 

4. HTTPSモードでは、heartbeatアプレット・パラメータをサーバーとの通信を維持するために低
い値に設定する必要があります。0.3（分）の値が、テスト、検証されています。 

Internet Explorer 5.0のネイティブ JVM はMicrosoft 社により提供されています。Internet Explorer 5.0
のネイティブ JVM をご使用の場合にのみ発生する Formsアプリケーションの不具合があった場合、
オラクル社はMicrosoft社に問題の報告を行い、共に問題解決をはかって参りますが、Microsoft 社
からの問題解決が必要になる場合もあります 。 
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Java Importer 

Forms Developerでは Java Importerを使用して、Javaクラスにアクセスする PL/SQLパッケージを生
成できます。さらに、生成された PL/SQLを Formsアプリケーション内で使用してプログラムを作
成できます。Java Importerで生成された PL/SQLは強力で、元の Javaクラスのコンストラクタ、メ
ソッドおよびフィールドをサポートします。 

Dynamic JavaBean Manager 

JavaBeansをカスタム Java UIコンポーネントとして使用することで、Oracle Forms Javaクライアン
トを拡張できます。Formsの以前のリリースでは、Oracle Formsアプリケーション内で JavaBeansを
使用する場合、Formsコンポーネントと JavaBeanコンポーネントの間で通信を行うためには特別な
レイヤーのコードが必要でした。このリリースでは、現行の JavaBeanサポートに加えて Dynamic 
JavaBean Managerがサポートされています。これにより、Oracle Forms固有の Javaレイヤー・コー
ドを開発する必要がなくなりました。 

Dynamic JavaBean Managerによって、指定した JavaBeanのプロパティとメソッドが自動的に登録さ
れ、Formsの PL/SQLから利用できるようになります。プロパティおよびメソッドは、Javaの標準
的なリフレクション・メカニズムを使用して検出され、一貫した命名メカニズムを使用して登録さ
れ、その後 Formsアプリケーションで使用するためにアクセスできるようになります。さらに、
Dynamic JavaBean Managerには型変換メカニズムも用意されています。これは Javaの基本データ型
と PL/SQLの標準的なデータ型とを自動的に変換するものです。この型変換メカニズムは完全に拡
張可能であり、標準でないデータ型の変換をするために、独自の型コンバータを作成することがで
きます。 

その他の問題点その他の問題点その他の問題点その他の問題点 

Oracle9i Databaseのののの NCHARデータ型データ型データ型データ型 

Oracle9iデータベースを接続先データベースとして使用した場合、NCHAR(NVARCHAR2)列からデ
ータを取得する項目で、データが正しく表示されません。これは Oracle9iから
NCHAR(NVARCHAR2)型の格納文字コードが Unicodeに変更されたことに伴い、Net8クライアント
から Oracle9iの NCHARデータ型を取得する際に発生する現象と同一です。 

キュー・カードの不正な表示キュー・カードの不正な表示キュー・カードの不正な表示キュー・カードの不正な表示 

問題: JA16EUC環境下ではキュー・カードの文字列が正常に表示されません。 

対処: キャラクター・セットを JA16SJISに設定してキュー・カードを起動します。 

「デフォルト警告ボタン」プロパティ「デフォルト警告ボタン」プロパティ「デフォルト警告ボタン」プロパティ「デフォルト警告ボタン」プロパティ 

「デフォルト警告ボタン」プロパティはオンライン・ヘルプにはオプションとありますが、必須で
す。 

異なるフォーム間でライブラリや値を共有する場合異なるフォーム間でライブラリや値を共有する場合異なるフォーム間でライブラリや値を共有する場合異なるフォーム間でライブラリや値を共有する場合 

異なるフォーム間でライブラリを共有している場合、最初のフォームを閉じたときには値が失われ
ます。2つ目以降のフォームを閉じたときには値は保持されます。 

モジュール間でひとつの値を共有する場合には、環境変数 DE_VARIABLESHARE に NULL値以外
の値を設定してください。 

例 DE_VARIABLESHARE=YES 

ただし、この環境変数を設定することにより、わずかなメモリー・リークが発生することがありま
す。したがって、異なるフォームがグローバル変数を共有し、2番目のフォームが開いていて、最
初のフォームが閉じている場合にのみ、この環境変数を設定してください。 
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アラートがアラートがアラートがアラートが 2回表示される回表示される回表示される回表示される 

スクロール・バーをドラックして移動する際に、When-Validate-Itemトリガーが起動し Alertが表示
される場合、アラートが 2回表示されます。 

JInitiator1.3.1.9を利用した場合に、メッセージが文字化けするを利用した場合に、メッセージが文字化けするを利用した場合に、メッセージが文字化けするを利用した場合に、メッセージが文字化けする 

JInitiator 1.3.1.9を利用すると、ブラウザ下部にあるメッセージ・バー（Formsのメッセージ・バー
ではありません）に表示されるメッセージが文字化けする場合があります。特に Netscapeを用い静
的 HTMLによるWebFormsを実行する場合、文字化けしたメッセージが消えないことがあります。 

ドキュメントに関する既知の問題点ドキュメントに関する既知の問題点ドキュメントに関する既知の問題点ドキュメントに関する既知の問題点 

Java Importerのための環境設定のための環境設定のための環境設定のための環境設定 

ドキュメント「J02409-01 Oracle9i Application Server for Windows and UNIX Formsアプリケーション
Web利用ガイド リリース 1.0.2」の「C.3 インストール要件」に記述されている設定に加え、jvmの
あるディレクトリを PATH環境変数に追記する必要があります。 

1. JDK 1.2.2をインストールします。 

2. libjvm.soのある場所を LIBPATHに追加します。 

  例： 

setenv LIBPATH ${JAVAHOME}/jre/bin:${JAVAHOME}/jre/bin/classic:${LIBPATH} 

  注：ここで JAVAHOMEとは JDKをインストールしたディレクトリを指します。 

3. importer.jar(通常$ORACLE_HOME/lib/importer.jar)を CLASSPATH環境変数に追加します。 

  setenv CLASSPATH $ORACLE_HOME/lib/importer.jar;$CLASSPATH 

  注：importer.jarは絶対パスで指定します。 

FormsアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションWeb利用ガイド利用ガイド利用ガイド利用ガイド 

CDから$ORACLE_HOME/doc60/admin/manuals/JA/deploy60ディレクトリにインストールされるドキ
ュメントは古い内容です。ドキュメント CDに含まれる「J02409-01 Oracle9i Application Server for 
Windows and UNIX FormsアプリケーションWeb利用ガイド リリース 1.0.2」を参照してください。 

 



 

  第 3章  Oracle Reports Developer and Oracle9iAS Reports Services R6i 15 

第第第第 3章章章章  Oracle Reports Developer and Oracle9iAS Reports 
Services R6i  

対応するデータベース対応するデータベース対応するデータベース対応するデータベース 

このパッチ(Oracle Developer R6i Patch13)を適用することで、Oracle Server リリース 7.3.4, 8.0.4, 8.0.5, 
8.0.6, 8.1.5, 8.1.6, 8.1.7, 9.0.1に加え、9.2をサポートします。 

Patch2新機能新機能新機能新機能 

Oracle Reportsセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ 

Oracle9iAS Portal 

このリリースでは、Oracle9iAS Reports Services R6iセキュリティとともに機能する Oracle9iAS Portal 
R3.0が導入されています。ただし、日本においてはこのリリースでは Oracle9iAS  Reports Services 
R6iセキュリティ機能はベータ機能として提供されており、サポートされません。 

拡張集約操作および分析関数拡張集約操作および分析関数拡張集約操作および分析関数拡張集約操作および分析関数 

Oracle9iAS Reports Servicesでは、拡張集約操作および分析関数がサポートされるようになりました。 

集約操作は、単一行ではなく、行グループを基にして単一結果行を返します。集約関数は選択リス
ト、ORDER BY句および HAVING句で使用できます。通常は、SELECT文中で GROUP BY句とと
もに使用します。この場合、問合せ表またはビューの行は Oracle8iによってグループに分割されて
います。たとえば、次のようになります。 

SELECT dname, sum(sal) 
FROM dept, emp 
WHERE dept.deptno =emp.deptno 
GROUP BY dname 

データベースは各行グループに集約関数を適用し、各グループに単一結果行を返します。したがっ
て、この例では個々の部門別の給与合計が示されます。 

拡張集約操作は Oracle8iリリース 8.1.5で導入され、正規のグループの他に（追加行として）超集合
グループを生成する CUBEおよび ROLLUP拡張が追加されて機能を強化しました。ROLLUPは、
最小単位の合計から総計まで、集約のレベルを増やしながら小計を算出します。CUBEは ROLLUP
に似た拡張で、考えられる限りの組合せの小計を 1つの文で計算できます。CUBEでは、
cross-tabulationレポートに必要な情報を 1回の問合せで生成できます。ユーザーは、選択リストの
GROUPING関数を使用して、問合せにより返された実際のデータ行と CUBEおよび ROLLUP拡張
により追加された行を区別できます。GROUPING関数は、実際の行であれば 0を、そうでなければ
1を返します。 

Oracle8i R8.1.6では、ビジネス･インテリジェンス・アプリケーションおよびデータ・ウェアハウス・
アプリケーション用に SQL関数の強力なファミリが新しく導入されました。これらの関数は分析関
数と呼ばれ、数多くのビジネス分析問合せのパフォーマンスを大幅に改善し、コーディングを容易
にします。これらの新しい SQL関数は、SQL規格に新たに追加するために ANSIでも検討されてい
ます。オラクル社では、分析関数の 4つのファミリを作成しました。それぞれにいくつかの関数が
含まれています。 

� ランキング・ファミリ 

� ウィンドウ集約ファミリ 

� レポート集約ファミリ 
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� LAGおよび LEADファミリ 

ランキング・ファミリランキング・ファミリランキング・ファミリランキング・ファミリ 

このファミリは、「各地域の販売員の上位 10人と下位 10人を表示する」、「各地域で売上の 25%
を計上した販売員を表示する」などのビジネス上の問合せをサポートします。この関数は、結果を
生成する前に出力全体を調べます。オラクル社では、RANK、DENSE_RANK、PERCENT_RANK、
CUME_DISTおよび NTILE関数を提供しています。 

ウィンドウ集約ファミリウィンドウ集約ファミリウィンドウ集約ファミリウィンドウ集約ファミリ 

このファミリは、「13週間の株価の平均推移を表示する」、「地域ごとの売上の累積を表示する」
などの問合せを発行します。この新しい機能では、AVG、SUM、MIN、MAX、COUNT、VARIANCE
および STDDEVを含むすべての SQL集約関数について、推移および累積処理を提供します。 

レポート集約ファミリレポート集約ファミリレポート集約ファミリレポート集約ファミリ 

最も一般的な計算方法の 1つに、非集約値と集約値の比較があります。全体の中の割合および市場
占有率の計算すべてに、この処理が必要です。レポート集約ファミリはこの種の計算を簡略化しま
す。同じ行に対して違う集約レベルで計算された値を求めることができます。また、結合操作を行
うことなく、集約値を詳細な行まで比較できます。この新しいファミリでは、AVG、SUM、MAX、
COUNT、VARIANCEおよび STDDEVを含むすべての SQL関数について、レポート集約処理を提
供します。 

LAGおよびおよびおよびおよび LEADファミリファミリファミリファミリ 

変化と変動の調査は分析の中心です。これには必然的に表中の異なる行を比較することが含まれま
す。これは SQLでも可能ですが（通常は内部結合で行います）、効果的ではなく、式を作成するの
が容易ではありませんでした。LAGおよび LEADファミリを使用すると、現在の行からのオフセッ
トを指定するだけで表中の異なる行を比較する問合せが作成できます。 

これらの関数と操作に関するアプリケーションの例を次に示します。所属する組織の人事部長から、
会社の従業員に関する次の情報を要求されたとします。 

「報酬方針と職務が平等で、かつ会社の方向性に沿っているかを確かめたい。これを判断する
には、人事データベースから次のことを調べる必要がある。」 

1. 従業員数の内訳および社内の各職務の平均給与。最初に会社全体について、次に部門別に
調べたい。 

2. 各従業員について部門ごとに、報酬の合計がいくらか、この報酬が会社全体およびその部
門でどれくらいのランクにあるか（およびその割合）、会社の平均報酬がこれをどれくら
い上回っている、または下回っているかを調べたい。 

「同じレポート上で、従業員の雇用日、会社での先任順位（つまり、雇用された順番）、その
次に雇用された人、その後の勤続年数を調べたい。」 

Oracle8iの新しい分析関数を使用すれば、人事部長が要求するすべての情報をたった 2つの SQL文
で調べられます。PL/SQLでデータを処理する必要はありません。最初の要求は、次のように表せま
す。 

SELECT GROUPING(dname) dept_grouping_code, 
 DECODE(GROUPING(dname), 1, 'All Departments',initcap(dname)) AS dname, 
 GROUPING(job) job_grouping_code, 
 DECODE(GROUPING(job), 1, 'll Jobs', job) AS job, COUNT(*) "Total Empl", 
 AVG(sal+nvl)(comm,0)) "Average Comp" 
FROM emp, dept 
WHERE dept.deptno = emp.deptno 
GROUP BY CUBE (dname, job) 

2番目の要求は、SQLでは次のように表せます。 

SELECT emp.deptno, 
        dept.dname, 
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        avg(sal+nvl(comm,9)) over (partition by dept.deptno) avg_dept_sal, 
        ename, 
        job, 
        sal, 
        nvl(comm,0), 
        (sal+nvl(comm,0)) Compensation, 
        hiredate 
RANK () OVER (PARTITION BY emp.deptno ORDER BY (sal+nvl(comm,0)) DESC) as rk, 
RANK () OVER (ORDER BY (sal+nvl(comm,0)) DESC) "Rank in Company", 
RANK () OVER (ORDER BY hiredate) "rank in employ", 
((LEAD(hiredate, 1) OVER (ORDER BY hiredate))-hiredate) "Days over emp", 
(LEAD(ename,1) OVER (ORDER BY hiredate)) next_emp 
FROM emp, dept 
WHERE dept.deptno = emp.deptno 
ORDER BY rk 

普通は人事部長には会議用資料相当の出力を提出するため、SQL*PlusのかわりにOracle9iAS Reports 
Servicesを使用してこのレポートを作成します。 

ここで問題となるのは、この特別な構文を使用した問合せを、どのようにして企業レポートに取り
入れるかです。答えは簡単です。他の標準的な SQL文を使用する場合と同様に行います。 

Oracle9iAS Reports Servicesでは SQLを直接データベースに渡すため、開発者はこれらの関数と拡張
集約操作をすべてのバージョンの Oracle9iAS Reports Servicesの（スタンドアロンまたはリンクされ
ていない）個別問合せで利用できます。また、Oracle9iAS Reports Services R6i Patch2はこうした SQL
構文の拡張を認識できるように強化されているため、これらの関数を使用した問合せは、データ・
モデルで変更された他の問合せまたはフィールドのブレーク順序にリンクできます。Oracle9iAS 
Reports Servicesでは、見えないところでこれらの機能によって実際に SQL文が書き直されるため、
Oracle9iAS Reports Services R6i Patch2が必要となります。 

レポートは、ウィザードを使用して、またはグループ上レポートに定義されたブレーク・グループ
を使用して手動で問合せを作成することによって作成できます。人事部長は 2つのサマリーを要求
しているので、問合せをリンクする必要はありません。Oracle9iAS Reports Servicesのマルチ・セク
ションおよびバースト機能を使用して、最初のセクションに最初の問合せ結果を、別のセクション
に次の問合せ結果を表示できます。もちろん、一度レポートを実行すれば、それぞれのセクション
を様々なフォーマット（PostScript、HTML、RTF等）で様々な宛先（プリンタ、電子メール等）へ
実行できます。 

もう一度レポート・ウィザードを実行し、2つ目の分析用のレイアウトを作成します。チャート・
ウィザードを起動して、いくつかのデータを視覚的に表示することもできます。 

このように、新しい拡張集約操作と分析関数は非常に強力で、これを使用すると Oracle9iAS Reports 
Servicesでのデータ分析を簡単に強化できます。 

Oracle9iAS Reports Servicesサーバーでのサーバーでのサーバーでのサーバーでの X Windowsセッションの要件セッションの要件セッションの要件セッションの要件 

ビットマップ・レポートを実行するには、Oracle9iAS Reports Servicesサーバーによって起動された
エンジンに適切なウィンドウ・システムへのアクセス権限が必要です。これはWindowsプラットフ
ォームでは問題ありませんが、Windows以外のプラットフォームでは、有効な X Windowsセッショ
ンを使用できなければならないことを意味します。これに該当するかどうかを確かめるには、
Oracle9iAS Reports Servicesサーバーが、有効な DISPLAY環境変数のあるセッションから起動され
ていることを確認してください。該当しない場合は、REP-3000および REP-1800エラーになります。 

その他の問題点その他の問題点その他の問題点その他の問題点 

ドキュメントに関する既知の問題点ドキュメントに関する既知の問題点ドキュメントに関する既知の問題点ドキュメントに関する既知の問題点 

デモ・テーブルを作成するスクリプトデモ・テーブルを作成するスクリプトデモ・テーブルを作成するスクリプトデモ・テーブルを作成するスクリプト 

マニュアル『J00918-01 Oracle Reports Developer レポート作成ガイド リリース 6i』の 1章 「1.3 起
動前のデータベース・アクセス権の取得」に下記の記述があります。 
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このマニュアルで説明するレポートを作成するためには、Oracle Reports Developerデモ・テー
ブルにアクセス可能であることが必要です。デモ用の SQLスクリプトをインストールしてくだ
さい。このスクリプトは、データベースにデモ・テーブルをインストールするために使用しま
す。 

デモ・テーブルを作成するスクリプトは、Oracle Technology Network Japan 

http://otn.oracle.co.jp/ 

からダウンロード可能です。 

レポートレポートレポートレポートWeb公開ガイド公開ガイド公開ガイド公開ガイド 

CDから$ORACLE_HOME/doc60/admin/manuals/JA/od_pubrep60ディレクトリにインストールされる
ドキュメントは古い内容です。ドキュメント CDに含まれる「J02835-01 Oracle9i Application Server 
Oracle Reports Services レポートWeb公開ガイド リリース 1.0.2」を参照してください。 

Oracle9i Databaseのののの NCHARデータ型データ型データ型データ型 

Oracle9iデータベースを接続先データベースとして使用した場合、NCHAR(NVARCHAR2)列からデ
ータを取得する項目で、データが正しく表示されません。これはOracle9iからNCHAR(NVARCHAR2)
型の格納文字コードが Unicodeに変更されたことに伴い、Net8クライアントから Oracle9iの NCHAR
データ型を取得する際に発生する現象と同一です。 

SJISで保存されたで保存されたで保存されたで保存された RDFファイルの実行ファイルの実行ファイルの実行ファイルの実行 

問題: SJISの文字コードで作成された.rdfファイルを実行する際、「REP-0495:内部エラー－問い合
せをトークン化できません」エラーが発生する場合が有ります。これはデータベースの表名や列名
に日本語を使用しているスキーマにアクセスするモジュールを SJIS文字コードで作成し、EUC環境
で実行した場合に発生します。クライアント/サーバー環境でモジュールを実行している場合、その
後以下の様なエラーがコンソールに出力され、プログラムが終了します。 

X Error of failed request: BadFont (invalid Font parameter) 

対処: EUC環境で該当モジュールを開き、表名と列名を再設定してください。レポート・ウィザー
ドを起動するとこの再設定を素早く行うことができます。 

reports60.csh(reports60.sh)の修正の修正の修正の修正 

問題: Reportsの環境変数を設定する reports60.csh(Bシェルにおいては reports60.sh)スクリプトにおい
てテンプレートの格納されているディレクトリの指定が間違っています。 

対処: スクリプトの REPORTS60_PATHの指定部分で
$ORACLE_HOME/reports60/admin/templatesを追加して指定します。 

例) 

reports60.cshの場合 

setenv REPORTS60_PATH 
$ORACLE_HOME/reports60/admin/templates:$ORACLE_HOME/tools/devdem60/demo/r
eports 

reports60.shの場合 

REPORTS60_PATH=$ORACLE_HOME/reports60/admin/templates:$ORACLE_HOME/tools/
devdem60/demo/reports 

export REPORTS60_PATH 

キュー・カードの不正な表示キュー・カードの不正な表示キュー・カードの不正な表示キュー・カードの不正な表示 

問題: JA16EUC環境下ではキュー・カードの文字列が正常に表示されません。 
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対処: キャラクター・セットを JA16SJISに設定してキュー・カードを起動します。 
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第第第第 4章章章章  その他の追加情報その他の追加情報その他の追加情報その他の追加情報 

チャート・ウィザードチャート・ウィザードチャート・ウィザードチャート・ウィザード 

このリリースの Oracle Forms Developer、および Oracle Reports Developerではチャートウィザードの
使用はサポートされていません。 

og.pllの使用の使用の使用の使用 

og.pllを使用して Formsに Graphicsを埋め込む場合には、Oracle Developer R6iのインストール
CD-ROMにある、 

<CD-ROM>/extras/forms/graphics/og.pll 

をコピーして使用して下さい。 

Windows 2000へのへのへのへの JInitiatorのインストールのインストールのインストールのインストール 

Windows 2000のグループは主に Administrators、Power Users、Usersの三つがあります。JInitiatorを
インストールする際は、Administrators、または Power Usersグループに属するユーザーで行う必要が
あります。 

HTTPモードで起動したモードで起動したモードで起動したモードで起動した Forms Listenerの終了時のエラーの終了時のエラーの終了時のエラーの終了時のエラー 

Forms Listenerを HTTPモードで起動した場合、Forms Listenerプロセスの終了時(コマンド: 
forms60_server stop)に、「f60webm(HTTP)FATAL ERROR:Not enough read bufferForms Listener stopped 
on port <ポート番号>」エラーがコマンドを実行したターミナルに出力されますが無視してください。 

forms60.cshおよびおよびおよびおよび reports60.cshの編集の編集の編集の編集 

スクリプト$ORACLE_HOME/forms60.cshおよび$ORACLE_HOME/reports60.csh内にある、Xのライ
ブラリパスを設定している部分をお使いの環境に合わせて以下のように修正してください。 

LIBPATH環境変数の定義部分： 

誤）/usr/lpp/X11/lib/R5 

正）/usr/lib/X11 

レポート・ウィザード使用時のテンプレート適用方法レポート・ウィザード使用時のテンプレート適用方法レポート・ウィザード使用時のテンプレート適用方法レポート・ウィザード使用時のテンプレート適用方法 

問題: レポート・ウィザードを使用したレポートの作成時、事前定義テンプレートを選択できます
がそのレポートをライブ・プレビューアで表示しても、選択したテンプレートが適用されません。 

対処: 再度レポート・ウィザードを実行し、テンプレート・タグで「テンプレート・ファイル」を
選択し、$ORACLE_HOME/reports60/admin/templatesディレクトリ以下の.tdfファイルを直接指定し
てください。 

Netscapeインストール環境の設定インストール環境の設定インストール環境の設定インストール環境の設定 

Form Builderおよび Report Builderからヘルプトピックやクイックツアーを参照する場合、Netscape
ブラウザが必要になります。Netscapeブラウザをインストールの上、実際の環境に合わせて下記の
設定を行ってください。 
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1. Netscapeブラウザ実行ファイルとして、Form Builderおよび Report Builderからは
/usr/local/bin/netscapeが起動されます。このパスに Netscapeブラウザがインストールされてい
ない場合はここに Netscape実行ファイルのリンクを作成してください。/usr/local/bin/netscape
が見つからない場合、再実行を試みるかを確認するダイアログ・ウィンドウが開きます。 

例） 

% cd /usr/local/bin 

% ln -s /usr/netscape/communicator/wt/netscape_aix4 . 

2. Form Builderおよび Report Builder起動時の LIBPATH環境変数に、Netscapeブラウザのライブ
ラリ、libnspr_shr.aの格納されているディレクトリが含まれている必要があります。このパス
が設定されていない場合、Netscapeブラウザの起動時にエラーが発生します。以下の例を参考
に LIBPATHの設定を行ってください。 

例） 

$ORACLE_HOMEにある forms60.cshおよび reports60.cshファイル内の記述を変更する場合: 

setenv LIBPATH 
$ORACLE_HOME/lib:${LIBPATH}:$ORACLE_HOME/network/jre11/lib/aix/native_thr
eads:/usr/netscape/communicator 

$ORACLE_HOMEにある forms60.shまたは reports60.shファイル内の記述を変更する場合: 

LIBPATH=$ORACLE_HOME/lib:${LIBPATH}:$ORACLE_HOME/network/jre11/lib/aix/na
tive_threads:/usr/netscape/communicator 

コマンドラインで追加する場合: 

Cシェルの場合: 

% setenv LIBPATH ${LIBPATH}:/usr/netscape/communicator 

Bシェルの場合: 

$ LIBPATH=${LIBPATH}:/usr/netscape/communicator; export LIBPATH 
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